序 by 富山医科薬科大学開学十周年記念誌編集委員会
発刊によせて
学長
佐
々 亭
富山医科薬科大学は， 昭和60年10月 1 日をもって開学十周年
を迎える乙ととなりました。 本学は共立富山薬学校として創立
以来90年余りの伝統をもっ薬学部と， すでに研究施設として発
足してから11年の歴史をもっ和漢薬研究所を富山大学から分離
し， 新設の医学部を加えて富山市杉谷の呉羽丘陵の一角に34万dの敷地を授かり昭和50年
10月に開設されました。 以来， 学年進行とともに諸施設が逐次完成し， 附属病院における
診療も昭和54年1 0月から開始され， 昭和55年 3月には薬学部の第 1回生， 昭和57年 3 月に
は医学部の第 1回生を送り出しました。 また， 大学院の薬学研究科の修士課程はすでに昭
和38年から， 博士課程は昭和53年から開設されておりましたが， 医学研究科も昭和57年に
設置され， 乙乙i乙全学を挙げての教育・ 研究体制が整いました。 この聞に附属図書館， 放
射性同位元素実験施設， 動物実験センター， 保健管理センター， 実験実習機器セン タ一等
の諸施設も逐次完成し， 今 日にみる白亜の殿堂群が立山連峰を背景に呉羽山花iltz:立する偉
容ができ上がった次第であります。乙うして，今固めでたく開学十周年を迎える乙とができ
ましたの怯， 文部省はじめ中央諸官庁， 富山県， 富山市， 県内各市町村， 富山医科薬科大
学協力会，富山県・富山市の医師会，協力大学， 関連教育病院， 富山県しらゆり会， その他
多くの関係諸国体の方々の御支援， 御協力の賜であり， 乙の機会に本学の教職員， 学生と
もども衷心より感謝の意を表します。 また， 本学の開設から今 日の完成に至るまで， 大変
な努力
と血のにじむよつな御苦労を
重ねて
こ
ら
れた故平
松 博前学長， 小林 牧前病院
長，
小津光前副学長をはじめ， 教職員
の
先輩諸兄に深甚な敬意を表します。
本学は日本lζ数ある国立大学の中でも稀にみる立地条件と優れた内部施設に恵まれ， し
かも医学と薬学の2学部のみより成るという， 日本はもとより諸外国にも類例のない特色
をそなえております。 それに， 和漢薬研究所ム 国立としては唯一の和漢診療部をもっ総
合病院が加わって， 教育， 研究， 診療等の諸面で他の大学にはみられないユニークな活動
を始めています。
私どもは開学十周年を契機!L. 本学における教育， 研究および診療ならびに地域社会へ
の奉仕と協力をさらに充実させるべく， 一層の努力を重ねてまいりたいとの決意を新たに
しております。 関係各位の皆様におかれましても， 本学の今後の充実と発展のために絶大
な御支援と御鞭健を賜りますようお願い申し上げます。
終わりに， 本記念誌に御寄稿くださった方々ならびに編集に当たられた方々の御協力 ，
御努力に深謝いたします。
関学十周年にあたって
副学長(教育研究及び厚生補導担当)増 田 克 忠
光陰矢の如しと言うが， 私が富山大学iζ来て間もなく全国的
lζ無医大県lζ医学部が新設される一環として富山大学から薬学
部と和漢薬研究所が これに合流してわが国ではもちろん， 世界
でも類のない医科薬科大学創設の構想が急速に進展し実現され
る ことになった。 その第l陣として昭和51 年本学に移籍し， 授業は本学1 年生が中部高校
旧校舎で， 富山大学薬学部の2年生以上は富山大学でという併任期間が始まり， 翌年には
講義実習棟が建ち， 1 ，  2年生の講義は本学lζ移った。 両校に学生がし、る期間は昭和54 年
春まで続き ， 最後の富山大学薬学部卒業生を送り出し， 完成した薬学研究棟へ移転し， そ
の秋には病院が開院した。 翌日年春には薬学新卒業生を送り出すとともに和漢薬研究所が
移転し， 乙乙lと学内諸施設も逐次整備され， 57 年春には医学部も新卒業生を出し， 完成 年
度に達した。 初期の 乙ろの荒涼とした呉羽丘陵を知る者にとっては現在のキャンバスの盛
況と活気を見るにつけ， との10 年間の急速な歩みは誠に目覚ましく， 乙ζlζ十周年記念式
典を迎えるにあたり感慨もひとしおで、衷心から喜びに耐えません。 乙れも初代と二代目の学
長を中心に教職員が心を合わせ， 一生懸命に頑張ってき た努力ム 地元県民の切なる期待
と力強し、支援， 中央官庁の理解の賜と深く感謝しています。
我々は今， 将来へ向かつて， なお一層の発展を着実に進めたいと念願しています。 小は
家庭から大は企業，官庁，国家にいたるまで， すべての社会単位の盛衰興亡は構成する人聞
にかかっていて， しかも大学は人造りの根幹， 総仕上げの重要な役割をになっています。
社会に役立つ人材を一人でも多く世に出せるよう， その任務の重要性を痛感い ますます
精励する心構えでおりますので， ことに皆様の今後も変らぬ御指導， 御鞭縫を重ねてお願
いする次第であります。
関学十周年にあたって
副学長(医療担当)熊 谷 朗
昭和54年1 0月15日附属病院での診察を開始してはや6年を経
ました。当初339 床でスタートした病院も現在612床となり， 昨
年度で病院の予定職員も完全にととのい， 病院が完成をみまし
た乙とは準備期以来その完成に努力された方々とともに喜びた
いと思うとともに， その御苦労に感謝の意を表したいと思 います。 また本年度は院内措置
で当初より設置されていた和漢薬診療室が正式に和漢診療部として認められた乙とは病院
のみならず， 大学全体として喜びにたえないと ころであります。
和漢薬研究所とともに，我が国では初めての診療部として認知されたととは，病院の一つ
の方向づけに強いインパクト を与えるものと考える次第であります。
病院の人員・予算も国の財政事情の聖域ではありませんが， 開院後 の内部の見直し等
を行い， 昨年度は外来患者 1日平均650 名， 入院病室稼働率90�ぢ近くまで伸びてきており
ますし， 小児科に未熟児センタ一部門も完備されました。
今後， 地域医療の指導的立場を取るためにも， 先端的医療の充実はもとより， 是非とも
救急部， 病理部， 輸血部の充実をはからねばならないととろです。
また， 本学の病院は医学部附属ではないので， 薬学部， 和漢薬研究所を含め， 研究， 教
育に 関す る医療の場となるべき使命もになわねばならないと思いますし， ζうしたメデ
ィカノレセンター的 な役割を持たされている病院としては， さらに今後医療技術の指導者を
養成するような場も必要になるのではなし、かとも考えます。 とれらは大学全体の問題とし
て今後検討していかねばならない重要な事項であります。
以上今後の病院の方向性としては地域医療に対しては先端的医療の場として， また， 国
際的な立場では東西医学の融合の場としてその特色を出してまいりたいと考えております。
また，質のよい医師を社会lζ提供することによって将来その評価を得たいと考えている次
第でありますが， なにせ若い大学でありますので今後の努力によらねばならない数多くの
問題もあります。 皆様方の御指導， 御鞭槌をお願し、申し上げる次第であります。
